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．・s＿・／V ！ヲ K り 苦 少 年壱担 の 変遷．芝孝ifflヒ し て
’）
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　 ユ， 問題 の 鏃在

　青少年 の コ 三 ユ・ ニーケ ー
； ヨ 冫 、ほ ，’1青叛 壕i境

の 展 尾爿の 中 で ，
射「し ｛ i4 丁彡兄 に 直 面 し て り る。

！晴報 チ竇境 の 変イし は ．　こ れ ま で の 伝 統白勺な コ ミ

ュ ； ！7 一
ン ヨ 7 の と．5 え 方で ぽ 才巴握 で ｛ な い

も の で あ リ ー ト青報最境 し の
「

共生 ・ に 為 て

劾 レ L，　Y イ フ
・

の 看少身 が 登場 し て．f て ・， 9・

　 D ． ラ ーナ ーll ．ネ工 会ヰ冓造 と コ … ユ ； ケ
ー

彡〆
e 　ン 匕 の 閥連 に フ し ［て ，　コ こ 多 ニ ゲ

ーシ ョ

ン の 俳 系 11 鉢 ト餅 埃 の 変化 の 乎旨磊 で あ リ．

輌 で sg ， 匕 、， う命題 を導 職 し て ・’ る．

こ れ に 彳乏え ば ，脅少 年 の コ … 2 ニ ケ ー彡／
ヨ ン

の 精徴 ぼ 、彼 5 を取 ソ巷 く ・晴級 環境 匕 の 関連

左分新 す る こ 乙 に 』：． て 囲 与か に な ；の で は

な 一 ブごろう カ、

。

　 こ の 報 箸 で ぱ ，・晴報、環境 の 具イ本的 な辱・例 ヒ

L て， NHK の
・青少年丿診組 （

ff
弟 凵 広場 a 匕

eYOU
』 ）芝取 ソ 上 げ て ，Zg数年 に あ た る

丿番彩1の あ リ 方 El そft に 対 丿も す る看少扉 の 抱

識 や コ 三 ユ ニ ケ ー彡 コ ン の 蛮イ6 匕 関遵．で せ て

解朗す 9 二 と に よ． て 1 看少皐 の コ 三 ユ ニ ゲ

ー
ラ コ 冫 と 楕報媛 境 の 明題 を考象して み 工 う。

　 z ．青少夕」 の コ 三 ユ ニ ゲ
ー」 ヨ ン 沌篝造

　看少 午 に と ． て欠 が
一t な LJ コ ミ ； ； グ

ー
シ

ョ ン を あ ゆ て 毛／ ら う と 、「

友 人 と 誇 を寸 9 」

「
デ レ じ

脚
／ 見 1 」 が ク 〜 8夢」直 占 あ 6t くs そ

の 中で 最 も ス T・セ な しノ う の ．　と．凵 う 二 t に な

る匕 ． r
友 ノ、丿

r ，

家旅 」 匕 の 話 が 最む 多 く な

り． Z ス
・

コ ミ 彳う動 は極 塙 に 萩 少す る ゜

　コ ミ ヱ ニ ゲ
ーf．ヨ ン 藕 蓬 を，

厂 K 間 」 と驤

丿尭丿 匕 の 関イ系を基軸 に して 、彳「r動 面 匕 欲 訂ミ面

か ら と 5 え る と 、三欠の よ うな 変化 が み 9れ る

　（R召潯ロ48年 t5 弓身 と の rc 較 ）。

　 彳テ動 面 の 41穆くと．し て に1、　
「

即 白的 」
「
｛第 1

　　　 　　　　 　　　　 　 しノ
ニ欠関係 」 匕 ヒ S え．た，彳廿勧 が 塲 カロ し て W5 の に ，

广

対 白 的 」 し ベ ル で ほ あ ま リ 変 化 し て い な v

（た だ し 、 日 不 入 t全イZトで は城 少 ）。 また ， マ

ス ・コ ミ 彳r〒動 で は
r

ラ ジ 1E 聞 く 」

广

者豪を

．閉 く 」 ヒ い う 人 が少凌カロ し て L ’ る 。

　叡 緬 で tt ．　 r
配 1獅 抑

‘’
・f．
il
　n・に ，L：・E

う ぼ 練 た り、羅動 し て み た し 1
”

と ．
「

タ懈

・　イ 冫 フ
・、ソ　1− 」　で の ホ青淘実欲 才ミ，　

「
外 界 ・ア ウ

ト ア 。 ト 」 で の

Cts
・ 上 ｝ に 聊 た ・

t　 ”
が 増

カワ し て L ， る 。こ を｛ に 女一1 し て ，対 人 レ ベ ル の コ

ミ ュ ニ
〆

フ
ー一 三シ ョ ン、谷呆求 で Lユ 工曽力vl ユ み ら れ 7ぴし

’。

　 JX上 の よ うな，看少 昇 の コ 三 ユ ニ ケ
ー

冫 ヨ

ン箱造 の 4奇徴 は ， ’1青報 窪簔現 の 肥 六イ6 匕 ノ寸入 コ

ミ ュ ニ ケ
ー

ラ ヨ ； に おけ る沸三奪f6 を汗、し て Lt

る　ヒ 　し酔 え　よ　う　。

　3 ． 青少 与 の ・晴報娯境

青少和 今 ・ 犬μ し瑳 ．ワ 却 肴報 選境 ・ 中

で 宥ワ
て 1 て Ll る訊 で あ ソ ，そ の 中 で も ヲ レ

trの 占 S，
　i ウ、

一 トは蕪視 で で なし’ 。

　 っ まり、級 ら oJ ，見実の 生 三書の 中 で ．テ レ ご

（ メ デ ィ ァ） が 〈瑛虎イC ＞
一
する こ と し： よ ． て

  テ レ t“に よ る影 響が
一煙 の

厂 先肩・碩 向 」 と

し て ． 」

青少∠年の 意識 に 恕．み 込 ま淑
一
て し「 る ， 

孑 レ t“（メ ディ ア ） 匕 の 間 に 成 圭．す 多 コ ミ 」

ニ ケ ーi・　s ン が ，対 ノ、レ ベ ル の コ ミ ュ ； ケ
ー

シ ョ ン の 硝徴 を 人 ゴ く規足す ろ，   晴釈 環境

が リア リティ を才嵜つ こ 匕 に よ 「 て L コ ミ
ュ

ニ

ケ ーン ヨ ン の ∫欲 汞んノ廴の 女寸象 b レ て 自立イ6
一
オ

ろン こ ヒ な ご が その eenjxと レ て 捌 商で fi う．

「 自我 匕環境 1ま無限 に 融兮 す る。空間 と 嫌棒

「
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j

，

丶乙機1戒（／機 器 ）ヵN
’
自我 に

／
？まk る 丿 　（中野 H（）

ヒ U う
「

カ ブ
’n ノレ 人 ragn丿 の 考え 方 U 、　こ う し

プこ楕報環境の 特徴 を典型的 に
’c らえ 1 凵 ろ ，

ヒ い えよ う91

　4 ．ノ1Sn報環境の 1
’
　化o　op　＄例

一 「

薙 ・弦 場 ． か ダ You ・ へ の 履開〜

剤 澣 ・ 乕報環境 の 変イ託 長 鯒 勺に フ t ロ

ー
で き る 匕 い つ莞r汞 で

， 　NHK の
Jq’少 身Las 糸且

a 取 リ 上 ゆ その 蛮遷芝 た Z・
，， て み よ う。

告ケ 蟋 紐 証注 と し て視 施老 の 聖 ヨ肱六

を図 5 娯秦・番組 と，看少舛 の 健牟看成 細 的

と す 窮 賭 ・教崔略 線 の k ・ に 分 け ラk る が

こ こ で巾灸う番組 ぱ彳麦着の ケ 「 ス で ある 。

　『　若 し’ 戊場　』 （日召柔ロ 37珂一友 ・〜59年皮 ）　の 見

殊 加
・らする と 〆 青ケ年 の楕報環境 の 中 で

占の ・る ウ 1 一トは 決 し て 夫 宣 くなか ． たが ．

そり 彳灸を受
 

1プて 5“了年 4 月 に 女台まフ、た
『 YO りS

は 岩看 の 芙感庖暗 び 、 ！く気蚤細 匕 な フ
た 。

　
『 YOua の メ、気を 明 LJ か に す る ため に Ll

そ o 前、身 t レ ／

』
の

『
ヌ三Etカ、．圭昜 S の た ヒ：

t
っ たラ充

れ
一
左振

・ノユ9 ワ て み る 、rc要 ガミあろ うo ．こ の 巻組

は ，編成 上 ¢ 嘴徴 か ら 5 フ ．の 爵廟 に 分 け らk

ろが 、それ に ほほ
’
対ん する青少 年 の あ リ方の

特徴 ほ ，久 の よ う に 分σ 5k ろ 。  
匚 青年期

の 六衆化 」（昭 知 η耳〜 46年フ， 
「

社 会 へ の 問

題提起 匕 若着．攴teの 開花期 」（414XvU4 年） 

厂 私 生落 主義の 高 ま リ 匕 も識 の 転挽 （萵卑

〜 47年）， 
广

管理 イt ・
商学歴 化 に よ 5 ひ す み

の 顕在化 」 （4構 〜ジz 年）、  
「

青・ケ与 の 社

／
Z≧イし ’二関

：
する鳥司題 の 湧…刻KC亠」　（53＃ tv ∫6 年）

　
厂 老 し’点場 」 の ラ充れ‘ゴ，社 会 ボ況 ヤ青少年

の あ ツ 方 に よ ．て影 響 左受げ，オ ィ ル ラ ヨ ・ソ

ク 痢 後 ・
，

z 年読 に し て f・ e 〈 z ・ ・竕

け らk る 、 前期 ボ エ〜皿期 （ほ ほ
・、 Q きぽ ど

の   tL・  に 対応 ）で 、 後期が （皿）一四 、 〉期

（ほ ぼ ，．
』
（  ），    1：対鳶）で あ る。 Z一つ の 畴

期 の
「

若 u 広場 」 の 特徴 左れ あ て み 1 の が

表 で ある 。

　 2．フ の 崎期 に あ げ る 青ケ年の 亥〆し で 最も特

徴的 な の は ，告ケ与 tlt ウ存社 が次 第に 1も識

ぐれ な く な ． た こ 匕 で あ 。 た．豊ヵ
・な社 会

一
E

背景ll レ て の 青少奔 の ぞ ラ トリア ムイし ！ 若 着

文イb を取 リ込 ん だ社 会 の 落ヲ老「イ乙な b に よ っ て

若 着 は 人 匕 の 闇に は
， か っ て の よ う r： 日麗

な非逹続 現 象薦 在 レ て ・ 噫 ・  清
・

婢 の 意

識 に フ LJ て の 日寄其月，世イ七，

．
搭」達．に X

一
る愛イb に

関 す る最 新 の
・

分新ド よ ， て e ．
广

力、フ て t’t わ

れ た 若着 の 対抗萢識ヤ ，進歩的
・革新的 な姿

勢は 、む はや 期 寄で きな u 齢 」 （吉 田 潤 ）

な の で あ る。
　 　 　 　 表 　 　2 っ の 時期 に お 崢 る 番 狙 の 特 御 の 変 化

　．5．青少年の コ 三 ユ ニ ケ ー＞3 ン 蒲黄 と縮

　　報環境左診 うt らえる か

　青’シ
・
タトの まわ　リ　！こ彡〜っ 　

一
〜：f1巴フくイ6

’
す
『
ろ’晴華皮譯堯署之

境し ，その 中で 茎層 匕 し て位 置グ ・巧 れ る対 ．

人 つ ミ ュ ニ ケ ，
ラ 27 の 重妥，陛 ，中で も ， 第

1灰 関イ系と t ら九六 プ ミ ュ 冫 ゲ ーシ ョ ン へ の

傾 斜 lt，看・シ喙 の コ 三 ・ 冫 ケーシ 3 冫 の 禰徴

が ，単に ， 壱乙 の アイ ヂ 7 ティ チィ の 麗立 匕

・lb 　 t らえ方 祁 麓 惣 ・ 無 し喉 況 乏 示レて

Llる t 」 1 えよう。 　「 YoU 」 が なぜ 受9 て し「

るカ
、

の 原 因 r左採 る 二 t に よ 7 て
， 　こ の 目」樋 它

考寡 レ 1 許 よ づ。
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